
 

 

 

 

 

第５３回運動会に向けて 

新年度を迎えて１ヶ月がたちました。桜

の木も青葉がまぶしく茂っています。授業

も本格的に始まり、授業に部活動に熱心に

取り組む姿があちらこちらで見られます。 

先日の学校公開、保護者会には、お忙し

い中、多くの方にご参観いただきありがと

うございました。 

 さて、５月１８日（日）は第５３回運動

会です。既にご案内のとおり、校舎改築の

ため、今年の会場は東京都立大山高等学校

の校庭を拝借しての実施です。いつもと勝

手が違うかもしれませんが、だからこそ自

分の頭で考え、判断し、行動することが重

要になってきます。短期集中の準備期間を

有効に、体調管理にも気をつけましょう。  

 

勝つことではなく参加すること… 

 本校は、オリンピック教育推進校です。運

動会が間近ということもあるので、「近代オ

リンピックの父」と呼ばれるピエール・ド・

クーベルタン男爵について紹介します。  

彼は、1863 年１月１日、貴族の家系の三男

としてパリに生まれ、フランスの復興のため

に教育者を目指した人です。そのために英国

を訪れた彼は、学生たちが積極的、紳士的に

スポーツに取り組む姿を見て感銘を受け、ス

ポーツを取り入れた教育改革を目指すととも

に、世界各国で見聞を広げる中、古代オリン

ピアの競技場発掘を機に、欧州各国が「オリ

ンピック」として実施していた競技会を国際

的な競技会にする構想をふくらませます。 

1894 年６月、パリ万国博覧会に際して開か

れたスポーツ競技者連合の会議で、 クーベル

タンは、オリンピック復興計画を議題に挙げ、

満場一致で可決。第 1 回大会は、古代オリン

ピック発祥の地ギリシャで 1896 年に開催す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心を一つに「１、２、３、４」 

ることも決定し、同会議では近代オリンピッ

クの基礎となる様々な事柄が決まりました。 

 さて、クーベルタンの言葉として有名な「オ

リンピックで重要なことは、勝つことではな

く参加することである」は、実は彼の創作で

はありません。 英米両チームのあからさまな

対立により険悪なムードだったロンドン大会

（1908 年）の時、礼拝のためにセントポール

大寺院に集まった選手を前に、 牧師が述べた

戒めの言葉でした。  

 「オリンピックの理想は人間を作ること、

つまり参加までの過程が大事であり、オリン

ピックに参加することは人と付き合うこと、

すなわち世界平和の意味を含んでいる」と考

えていたクーベルタンはこの言葉に感動し、

ある晩餐会でこの言葉を引用して「人生にと

って大切なことは成功することではなく努力

すること」という趣旨のスピーチを行いまし

た。以後、オリンピックの理想を表現する名

句として知られるようになったのです。 

この言葉、実は運動会にもあてはまること

だと思います。もちろん優勝を目指し、どの

クラスも一致団結して取り組むわけですが、

結果よりもその過程で、自己ベストを尽くす

こと、学級で一致団結すること、責任ある行

動をとることが大切です。開四中生の潑剌と

した清々しい姿を期待しています。 

参考：NPO 日本オリンピックアカデミーHP 

 

開進第四中学校だより 

校長 新 村 紀 昭  ～開拓・発展・完成～ 

 

５月 第３号 
 

 



 

 

 

 ５月２日（金）、これまで本校でご指導いた

だいた先生方から最後のお話をいただく離任

式が行われました。 

離任された先生方からは、「きちんと整列し

てあいさつができる。服装を正して暑くても

がまんできる」や「自分に自信をもってほし

い、一所懸命やった分、必ず残るものがある」

「開四中生の成長の速さに圧倒された。負け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ないように学んで、よい教師になりたい」な

どの言葉をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離任式 ～大変お世話になりました～ 

 
校務のため参加できなかった松丸晴美前校長先生からメッセージをいただきました。離任式当

日にも紹介しましたが、再度、その一部を掲載します。 

開四中は、あいさつや・礼儀がしっかりでき、行事や部活動に、団結して一生懸命に取り組む

生徒がたくさんいる、伝統ある学校です。新しく開四中の顔となった 3 年生を中心に、先生方と

一緒に、益々素晴らしい学校になるよう力を合わせて頑張ってください。  

わずか、3 年間ではありましたが、私は、開四中の生徒の皆さんや先生方  

から、良い思い出をたくさんもらうことができました。この思い出を胸に、  

石神井西中学校でも、頑張っていきたいと思います。  

学校は変わっても、開四中の発展と、開四中の生徒の皆さんの活躍を  

心から応援しています。             前校長 松丸 晴美 

 

 

 

 

部活動の記録 

 新１年生が入部して、さらに活気あふれる各部活動。部活動は試合の勝敗だけでなく、努力す

る姿勢、克己心、思いやり、そして自主性や社会性を育てます。そして何よりも、信頼し合える

友達や先輩後輩の関係、顧問の先生との師弟関係など豊かな人間関係の基礎となる大切な活動で

す。文化部も含め、顧問の先生の熱意に対して保護者の皆様のご支援をよろしくお願いします。 

 

☆サッカー部 練馬区春季大会：第６位 

 ・５位決定戦        開四中２－２（PK７－８）三原台 

・第三ブロック大会１回戦  開四中０－０（延長０－１）國學院久我山中 

☆女子バレーボール部 練馬区春季大会：第７位 

・第三ブロック大会リーグ戦 開四中２－０松渓中  開四中０－２練馬中 

  ・大泉杯：優勝   準決勝 開四中２－０三芳東中  決勝 開四中２－０高荻中 

 ☆バドミントン部 練馬区春季大会（団体戦）ベスト１６ 

・１回戦 開四中２－１練馬東  ２回戦 開四中０－２石神井 

・個人戦：ベスト１６ 開四中（3C 牛久保）６－２１・９－２１中村中  

☆男子バスケットボール部 第三ブロック大会 ベスト１６ 

・１回戦 開四中 63－25 北中野   

・２回戦 開四中 39－37 大泉西  

・３回戦 開四中 41－43 國學院久我山中 

 

 
 


